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熱フラックス）では2cmの融解が昼間に生じること

になる（海氷密接度60％を仮定）．一方，夜間は寒気吹

き出し時には5cm，暖気移流時には1cmの海氷生成

が開水面で行われることから，昼間の海氷の融解は海

水温の上昇を抑制するだけでなく，海氷一海洋間の負の

潜熱交換を通じて，夜間の開水面における海氷生成を

効率的に促す作用があることが分かる．風上のポリニ

アが海氷の生産工場だとすると風下の氷縁域は厚く

なった海氷を薄く伸ばす再生工場といえよう．

　4．2．3海氷サイズ

　氷縁域では海氷が沖向きに移流する間に力学的効果

（破壊）と熱力学的効果（融解）を受けて氷板サイズが

小さくなることが考えられる．海水に接する海氷面積

が増加することは融解の潜熱を効率よく海水に与える

ことになるため，氷板サイズの空間的変化を把握する

ことは海氷域の拡大過程を調べる上で重要である．そ

こで航空機観測で得られた海氷のビデオ画像から，1

年氷の海氷密接度とその周囲長を求め，画像内の平均

的な氷板サイズを算出した．1年氷の密接度は氷縁域

内で100％から80％にまで減少し，その代りに新生氷の

密接度が増加していた．これは寒気吹き出し時におい

て氷縁域でも海氷生成が行われていることを意味す

る．オホーツク海の海氷は一般に薄いため（たとえば

30cm），海水に接する側面よりも底面の割合が圧倒的

に多い．ところが，1年氷の氷板の直径は風上から風

下へ100kmの幅を持つ氷縁域の間で20mから4mま

で減少していた．これは氷縁域での氷板サイズの変化

は熱力学効果というよりも力学的効果で引き起こされ

ていることを示唆する．

　4．3　おわりに

　氷縁域は大気海洋間の熱的コントラストが劇的に変

化する場所であるがゆえに，大気への熱的応答を議論

する際には海氷を介在とした様々な熱交換過程を把握

しておく必要がある．これまで海氷域の拡大過程には

沿岸域での海氷生産と風による移流の効果が指摘され

てきたが，氷縁域を含めた海氷域全体の拡大・衰退過

程を考える上では境界層の発達・氷板サイズの変化の

効果を含んだ表面熱収支にも着目する必要がある．
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